
業務経歴書   
 

⼿塚 明（博⼠（⼯学）） 

国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所 招へい研究員  
構想設計コンソーシアム 会⻑、構想設計⾰新イニシアティブ 世話⼈代表 
⼀社 学びのイノベーションプラットフォーム プログラムオフィサー 
⼀社 製造科学技術センター 学術会員、⽇本計算⼯学会 フェロー 
 
所属と住所 
国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所  ⼿塚 明 
〒305-8564 茨城県つくば市並⽊ 1-2-1 つくば東  
e-mail: tezuka.akira@aist.go.jp HP: https://staff.aist.go.jp/tezuka.akira/ 
構想設計⾰新イニシアティブ web︓http://monozukuri.org/tide/ 
 
研究活動要約 
国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所にて、デザイン思考、経営⼯学、計算⼯学を統合した構想設計マネージ
メントの研究開発に従事。 
2012 年度 COCN「コトづくりからのものづくりへ」サブリーダ（実質的取り纏め）、⽇本政策投資銀⾏「競争⼒強化に
関する研究会」アドバイザー。SIP︓⾰新的設計⽣産技術/「チーム双⽅向連成を加速する超上流設計マネージメン
ト／環境構築の研究開発」のプロジェクトリーダ。 
実験と計算の融合研究、その展開としての構想設計及びデザイン思考の⽀援研究については、外部から指名の依頼（委員、依頼講演）も少なくない。
企業からの依頼による資⾦提供型共同研究の実績もある。横串分野である計算⼯学を専⾨としていたため、複数分野に技術開発的な地理感があり、技
術開発をする上での内外ネットワークも⽐較的広い。 
東京⼤学⼯学部産業機械⼯学科卒業，⽶国ミシガン⼤学⼯学部機械系修⼠課程修了、東京⼤学⼯学部システム量⼦⼯学科 博⼠（⼯学）。⽇
⽴製作所家電研究所、通産省⼯業技術院製品科学研究所、機械技術研究所等を経て現職。構想設計コンソーシアム会⻑。 
著書として、「デザインブレインマッピング」（丸善出版）、「アダプティブ有限要素法」（丸善出版）、「Springer Handbook of Metrology and 
Testing」（分担執筆）（Springer ）、「いまさら聞けない 計算⼒学の常識」（分担執筆）（丸善出版）、等。 

 
最終学歴︓論⽂博⼠ 東京⼤学 （⽶国ミシガン⼤学⼯学部機械系修⼠課程修了） 
学  位︓博⼠（⼯学）（東京⼤学︓1993 年 5 ⽉ 13 ⽇）学位授与番号 ⼄第 11273 号 

 
職  歴 
1983-1985 株式会社 ⽇⽴製作所家電研究所 
1985 通商産業省 ⼯業技術院・製品科学研究所⼊所 
1991 通商産業省 ⼯業技術院・機械技術研究所転⼊ 
1993-2001 機械技術研究所 ・主任研究官 
1994-1995 在外研究（スタンフォード⼤学⼯学部機械⼯学科客員研究員）  
1996-1997 同・企画室企画係⻑併任 



1999-2000 同・企画室企画室⻑補佐併任 
2001-2004 産業技術総合研究所・計算科学研究部⾨ 連続体モデリング研究グループ⻑  
2004-2008 同・先進製造プロセス研究部⾨ 製造プロセス数理解析研究グループ⻑  
2006- Guest professor at South China University of Technology in China   
2006-2008 Adjunct professor in division of mechanical engineering of KAIST in Korea  
2007-2010 産業技術総合研究所・先進製造プロセス研究部⾨ 副研究部⾨⻑ 
2010-2012 同・評価部 審議役 
2012-2014 同・集積マイクロシステム研究センター 主幹研究員/総括研究主幹 
2014-2020 同・製造技術研究部⾨ 総括研究主幹 
2020-     同・製造技術研究部⾨ 招へい研究員 

 
研究内容 
1． 50 歳以降︓デザイン思考、経営⼯学、計算⼯学を統合した構想設計マネージメント︔構想設計⽀援のた

めのプラットフォームの開発、デザイン思考の具現化のための「構想設計の⼿法と道具」の研究開発。 
2． 49 歳以前︓モデリングに関わる計算⼒学の研究; 有限要素法のための幾何学的モデリング⾃動化，数

値解析誤差制御のためのアダプティブ有限要素法, 幾何学的モデリング負荷削減のためのメッシュフリー法, 
流体⼒学のための安定化有限要素法，離散化数値解析のための並列プラットフォームの開発, 板成形プ
ロセス及びマイクロポンプ制御に関する最適パラメータ設計，等 

 
研究業績 
構想設計のための⼿法と道具「デザインブレインマッピング」の開発、 
アダプティブ有限要素法の研究開発、離散化数値解析のための並列プラットフォームの開発 
⾼精細（ハイビジョン）⽤ VCR（ビデオカセットレコーダー）メカ（駆動機構）の開発（⽇⽴製作所） 
国プロ ２件（総額 213,000 千円） 共同研究/技術コンサルティング 多数 
プレスリリース 3 件、新聞報道等 10 件 
基調講演 国内 1 件、依頼招待講演（2001 年以降） 国際 22 件、国内 52 件 
著書として、「デザインブレインマッピング」（丸善出版）、「アダプティブ有限要素法」（丸善出版）、
「Springer Handbook of Metrology and Testing」（分担執筆）（Springer ）、「いまさら聞けない 
計算⼒学の常識」（分担執筆）（丸善出版）、等。 

 
学会、公的機関等での活動 
(1) 学会関連活動 
・⽇本計算⼯学会（(理事 2004/5〜2008/4, 2012/5〜2016/4), 監事（2010/5〜2012/4）） 
・⽇本機械学会(第 18 回計算⼒学講演会実⾏幹事（2004〜2005），第 85・86 期計算⼒学部⾨運
営委員会運営委員（2007〜2008） 
・The International Association for Computational Mechanics (General Council)(2005〜
2010、2012〜2016) 
（2）公的機関関連活動 
・⼀般社団法⼈ 学びのイノベーション・プラットフォーム プログラム・オフィサー（2022〜） 
・⼀般財団法⼈ 機械振興協会 機械技術振興賞審査幹事（2009〜） 



・⼀般財団法⼈ 製造科学技術センター 学術会員（2010〜） 
・株式会社⽇本政策投資銀⾏ 「競争⼒強化に関する研究会」アドバイザー（2012〜2013） 
・⽇本学術会議機械⼯学委員会 ⽣産科学分科会ものづくり設計科学⼩委員会 委員 （2012） 
・独⽴⾏政法⼈製品評価技術基盤機構 ⼯業標準化法に基づく試験事業者登録制度(JNLA)等に係る評
定委員会 委員（2007〜2009） 
・経済産業省産業技術環境局 ⽇本⼯業標準調査会機械要素技術専⾨委員会（本務），産業機械
技術専⾨委員会（兼務） 委員（2007〜2009） 
・⼀般財団法⼈マイクロマシンセンターBEANS 研究所 「技術研究委員会」（異分野融合型次世代デバイス
製造技術開発プロジェクト）副委員⻑（2008〜2012） 
・⼀般財団法⼈マイクロマシンセンターBEANS 研究所 「シミュレーション委員会」（異分野融合型次世代デ
バイス製造技術開発プロジェクト）委員⻑（2008〜2012） 
・⼀般財団法⼈⽇本産業機械⼯業会 フロントローディング設計⽀援技術検討委員会 委員（2006） 
等 

 
受賞 等 
・庄⼦メダル(産業界における計算⼯学の発展に特別の貢献のあった 50 歳未満会員に授与)（⽇本計算⼯
学会）、2009 
・⽇本計算⼯学会フェロー、（⽇本計算⼯学会）、2016〜 
 
 



参考リスト 
 
外部資⾦ 
競争的資⾦（代表者） 
・内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） （国⽴研究開発法⼈新エネルギー・産業技術総合開発機
構）チーム双⽅向連成を加速する超上流設計マネージメント/環境構築の研究開発（2014〜2016） 総額
210,000 千円 
・⼀般財団法⼈ 製造科学技術センター 「将来技術先取り設計」（2011〜2012）総額 3,000 千円 
・国⽴研究開発法⼈新エネルギー・産業技術総合開発機構 研究開発事業「研究情報基盤研究開発︓離散化
数値解法のための並列処理ソフトウェア技術開発」 サブテーマ 「離散化数値解法のための並列計算プラットフォーム
に関するソフトウェア開発」（1999〜2001） 総額 30,000 千円 
 
⺠間資⾦（代表者） 
・年会費制コンソーシアム︓構想設計コンソーシアム、年会費 800 千円×6〜8 社、（2014〜）（計 105 回の会
合と 6 回の合宿（2023 年 3 ⽉現在）） 
・技術コンサルティング︓デザインブレインマッピングを⽤いたワークショップ⽀援、複数社、数百万円〜数千万円、
(2017-2022) 
・共同研究︓センサネットワークに関する研究、重⼯業企業、数百万円、（2014） 
・共同研究︓⾼度⾮線形構造解析⼿法に関する研究、総合電機企業、数百万円、（2008） 
 
プレスリリース 
1) 離散化数値解法によらない並列処理⽤共通ソフトウェアプラットフォームを無償提供開始、産総研、

（2002/3/4） 
2) デザイン・機能設計の現場⼒強化に向けたアクションツールを公開－研究開発と企業をむすぶイノベーションスタイ

ルの試⾏－、産総研、（2015/9/16） 
3) 顧客起点で開発⽅針をつなぐ「構想設計の⼿法と道具」プロトタイプを公開－⾔葉で伝わらないものをイメージで

対話を促す－、産総研、（2017/6/22） 
 
ワークショップ公開講座 
・⼿塚 明、ワールドカフェダイアローグ、構想設計⾰新イニシアティブ第 2 回シンポジウム、国⽴研究開発法⼈ 産業
技術総合研究所 臨海副都⼼センター(2018/7/2） 
・⼿塚 明、デザインブレインマッピング流ワークショップ体験、構想設計⾰新イニシアティブ第 4 回シンポジウム、⼯学院
⼤学新宿キャンパス、(2019/9/6） 
・⼿塚 明、「チームの創発⼒・実現⼒を引き出すデザインブレインマッピング（新規事業創出に向けて）」（デザインブ
レ イ ン マ ッ ピ ン グ 流 ワ ー ク シ ョ ッ プ 実 習 ） 、 岩 ⼿ 県 ⼯ 業 技 術 セ ン タ ー  IIRI DESIGN LAB(De.i) 
(2019/11/20,27) 
・⼿塚 明、STEAM 型価値創造ワークショップ（デザインブレインマッピングを⽤いて）、東京⼤学グローバルサイエンス
キャンパス（⾼校⽣に研究をさせる JST プロジェクト）、東京⼤学第⼆駒場キャンパス、(2019/11/23) 
・⼿塚 明、STEAM 型価値創造ワークショップ（デザインブレインマッピングを⽤いて）、東京⼤学グローバルサイエンス
キャンパス（⾼校⽣に研究をさせる JST プロジェクト）、リモート開催、(2020/10/17) 
・⼿塚 明、「チーム間に新しい流れを創るデザインブレインマッピング（DBM）〜よりよいビジネスモデルや商品企画に



向けて組織の知恵を結集するリモートワークショップを体験しよう〜」、岩⼿県⼯業技術センター IIRI DESIGN 
LAB(De.i) (2020/10/28,11/4, 17)  
・⼿塚 明、「⼯芸に新たな流れを起こすデザインブレインマッピング（DBM）〜岩⼿ならではの⼯芸を盛り上げ、その
持続的発展に繋げるために異なる⽴場からの知恵を結集するワークショップを体験しよう〜」、岩⼿県⼯業技術センタ
ー IIRI DESIGN LAB(De.i) (2020/12/18,22, 2021/1/13) 
・⼿塚 明、『SDGs』への向き合い⽅ 超攻略を考える〜建前の SDGs から現実のビジネス SDGs へ〜、岩⼿県⼯
業技術センター IIRI DESIGN LAB(De.i) (2021/11/12,26,12/10) 
・⼿塚 明、 部署・年代の違いを活かし、適切な問いを発⾒し、議論を反応させ、各⼈が納得する「⾃社のこれから
につなげるワークショップ体験研修、⼭形県 IoT 推進ラボ×EBIS ワークショップ、⼭形県⼯業戦略技術振興課、
(2021/10/21,11/1,18) 
・⼿塚 明、STEAM 型価値創造ワークショップ（デザインブレインマッピングを⽤いて）、東京⼤学グローバルサイエンス
キャンパス（⾼校⽣に研究をさせる JST プロジェクト）、リモート開催、(2021/10/30) 
・⼿塚 明、STEAM 型価値創造ワークショップ（デザインブレインマッピングを⽤いて）、東京⼤学グローバルサイエンス
キャンパス（⾼校⽣に研究をさせる JST プロジェクト）、リモート開催、(2022/10/29) 
 
基調講演 
（国内） 
・⼿塚 明、デザインブレインマッピングによるチーム創発⽀援－with/after コロナの課題発⾒・問題解決・総意形成
に向けて－、2021 年度 SSDS/JMAC 技術講演会 基調講演(30 周年記念)（2021/9/9） 
 
代表的な依頼講演 
（国際） 
・Akira Tezuka, 1D-CAE for Decision Making at Early-stage Design, UK-Japan Workshop on 
Industrial Sustainability, 英国⼤使館, ⽇本、2011/1/12 
・Akira Tezuka, "Kotodukuri" as a magic word for manufacturing - discussions with 15 major 
Japanese manufacturing companies at COCN –, The Annual Cambridge International 
Manufacturing Symposium, Institute for manufacturing, University of Cambridge, Cambridge 
英国、2013/9/20 
 
（国内） 
・⼿塚 明、パネルディスカッション︓デザインとテクノロジーの融合にデザイン思考をいかに活⽤するか、⼀般社団法⼈
Future Center Alliance Japan 2016 第 7 回 MTG 、⼤⼿町 3×3 Lab Future(2016/10/4) 
・⼿塚 明、顧客起点でビジネスにつなげる構想設計⼿法 〜新顧客開拓による新市場獲得のために〜、第５回Ｋ
ＤＦデザイン思考セミナー、神奈川中⼩企業センタービル（2016/12/16） 
・⼿塚 明、「感性の共創・ＵＸデザインを促す製品開発〜関係性デザイン議論共有ソフトウェア DESIGN BRAIN 
MAPPING と⼿法化〜｣、平成 28 年度第２回ＫＡＮＳＥＩ“感性”サロン 、国⽴研究開発法⼈産業技術総合
研究所 中国センター，公益財団法⼈ちゅうごく産業創造センター（2017/2/14） 
・⼿塚 明、構想設計から⾒たモデルベースド CAE -実験/計算/設計の協業促進に向けて、「構想設計プロセスとマ
ルチドメイン CAE」講演会、機械技術部会機械設計統合化専⾨部会、三菱電機（2017/2/17） 
・⼿塚 明、構想設計から⾒たモデルベースド CAE によるものづくり⾰新、静岡県東部精密技術研究会 第 80 回研
究会 『ものづくり⾰新への挑戦』、静岡県⼯業技術研究所 沼津⼯業技術⽀援センター(2017/10/6） 



・⼿塚 明、構想設計の⼿法と道具、ものづくり経営研究コンソーシアム、東京⼤学⼤学院経済学研究科 ものづくり
経営研究センター(2018/5/18） 
・⼿塚 明、創発的チームを⽣み出すデザインブレインマッピング、2018 産総研 テクノブリッジセミナーin ⽯川、⽯川
県地場産業振興センター(2018/12/12） 
・⼿塚 明、デザインブレインマッピング、産総研 出前技術相談会 in ⻑野、テクノプラザおかや（2018/12/14） 
・⼿塚 明、ものづくり企業の構想⼒・実現⼒を引き出す創発的チームづくり〜属⼈的スキルに依存せずチーム全体の
⼒を底上げするメソッド〜、サイエンス＆テクノロジー 価値づくり特集セミナー、東京・品川区⼤井町 きゅりあん
（2018/12/17） 
・⼿塚 明、未来の顧客やマーケットと研究開発をうまく繋げるために―デザイン思考?まずは難しく考えずに試してみよ
うー、ライオン株式会社 研究開発本部リビングケア研究所(2019/5/9） 
・ ⼿塚 明、「チームの創発⼒・実現⼒を引き出すデザインブレインマッピング（新規事業創出に向けて）」、岩⼿県
⼯業技術センター IIRI DESIGN LAB(De.i) (2019/11/13) 
・⼿塚 明、実験屋と計算屋のよりよい協業の先に-現状の課題解決からのバージョンアップへ-、HONDA 関係者限
定︕KEISOKU Tec.2021 特別オンラインセミナー、東陽テクニカ、（2021/10/6） 
・⼿塚 明、実験屋と計算屋のよりよい協業の先に-現状の課題の解決から更なるバージョンアップへ-、 社内オンライ
ンセミナー、株式会社リコー、（2022/2/22） 
 
新聞報道等 
1) 「並列プラットフォーム」（2002/3/4，⽇本経済新聞，⽇経産業新聞，⽇本⼯業新聞）  
2) 「⾼速⼆相流解析」（2003/4/1，⽇刊⼯業新聞） 
3) 「茨城⼤学⼯学部において公開講座[実験屋と計算屋の溝は埋まるか︖─モデリングと最適設計、並列解析を
中⼼として─]」（2007/04/10 常陽新聞） 
4) 「デザイン・設計の連携後押し 企業向け指南書作成 産総研」、⽇刊⼯業新聞２７⾯（科学技術・⼤学）、
（2015/9/17） 
5) 「産総研、企業のデザイン・設計の連携後押しする指南書作成」、⽇刊⼯業新聞 business line、
（2015/9/17） 
6) 「産総研、顧客起点で開発⽅針を繋げるソフト「構想設計の⼿法と道具」」、マイナビニュース、eXcite ニュース、
livedoor ニュース（2017/6/23） 
7) 「デザイナーと技術者、思考の違いをシステムで統⼀」、⽇経テクノロジー(2017/6/26) 
8) 「上司に「なぜを 5 回」考えさせる⽅法、⽇経ものづくり 2019 年 9 ⽉号、⽇経 xTECH(2019/8/30) 
9）岩⼿県⼯業技術センター、新事業創出ワークショップ、⽇刊⼯業新聞、（2019/11/7） 
10）産総研東北、ＤＢＭセミ開催 デザイン思考の理解深める、⽇刊⼯業新聞、（2019/11/17） 
 
ソフトウェア 
1) 「離散化数値解法のための並列計算プラットフォーム」（Parallel Computing Platform/PCP） 
（みずほ情報総研株式会社との共同研究開発） 
https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2002/pr20020304/pr20020304.html 
2) デザインブレインマッピング、産業技術総合研究所、2008〜 
http://monozukuri.org/tide/dbm.html#dbm 
3) 構想設計の⼿法と道具、産業技術総合研究所、2016〜 
https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2017/pr20170622/pr20170622.html 



特許 
1) 松本 純⼀、⼿塚 明、鈴⽊ 健、笹本 明，流体解析⽅法、流体解析プログラムおよび流体解析装置，特願
2003-097515、2003/03/31 
2) ⼿塚 明、松本 純⼀，有限要素解析⽅法、有限要素解析プログラムおよび有限要素解析装置，特願
2003-277913、2003/07/22 
3) ⼿塚 明、松本 純⼀、川原 睦⼈、梅津 剛，安定化気泡関数有限要素流体解析⽅法、安定化気泡関数
有限要素流体解析プログラムおよび安定化気泡関数有限要素流体解析装置，特願 2003-323801、
2003/09/16 
4) 松本 純⼀、⼿塚 明、鈴⽊ 健、笹本 明，流体解析⽅法，特願 2005-504244（特願 2003-097515, 
(2003/03/31)、2004/03/30 
5) 松本 純⼀、⼿塚 明、川原 睦⼈、梅津 剛，安定化気泡関数有限要素流体解析⽅法、安定化気泡関数
有限要素流体解析プログラムおよび安定化気泡関数有限要素流体解析装置，特願 2004-270318（特願
2003-323801）, (2003/09/16）、2004/09/16 
 
書籍等 
1) Noboru Kikuchi and Akira Tezuka, “Adaptive Finite Element Methods and its Applications”, 
Geometry and Optimization for Structural Design (Ed. S. Kodiyalam and M. Saxena), (1994), 
Elsevier, pp177-250 
2) ⼿塚 明，構造⼯学ハンドブック（6．9 節 プリ・プロセッサ）（分担），構造⼯学ハンドブック，(2003), 丸
善，pp.384-388 
3) ⼿塚 明，⼟⽥ 英⼆著（⽇本計算⼯学会編），アダプティブ有限要素法（CD-ROM 付き），
ISBN4-621-07257-9，丸善，2003 (Total 230 pages with 185 figures) 
http://pub.maruzen.co.jp/book_magazine/book_data/search/4621072579.html 
4) Akira Tezuka, “Finite Element and Finite Difference Methods (Chap. 19)”, Springer 
Handbook of Materials Measurement Methods, Czichos, Horst; Saito, Tetsuya; Smith, Leslie 
(Eds.), (2006), Springer, ISBN: 3-540-20785-6, pp.973-1000 
http://www.springer.com/west/home/materials?SGWID=4-10041-22-52082992-detailsPage
=ppmmedia|toc 
5) ⼿塚 明，計算⼒学ハンドブック，1．4 アダプティブ有限要素法（計算⼒学ハンドブック），(2007), 朝倉書
店、pp.23-33 
6) ⼿塚 明、いまさら聞けない 計算⼒学の常識、23 プリプロセスの勘所、(2008)、丸善、pp333-347 
7) Akira Tezuka, “Finite Element and Finite Difference Methods (Chap. 19)”, Springer 
Handbook of Metrology and Testing, Czichos, Horst; Saito, Tetsuya; Smith, Leslie (Eds.), 
(2011), Springer, ISBN: 3-642-16640-7, pp.1033-10608） 
8) ⼿塚 明、⼤場智博、⼭村真⼀、デザインブレインマッピング、ISBN 978-4-621-30362-7，丸善，2019 
(Total 184 pages with 188 figures) 
 
記事 
1) ⼿塚明，有限要素法の解析精度とメッシュ分割の⾃動化，応⽤機械⼯学，(1992)，⼤河出版, pp. 
62-70 
2) ⼿塚明，アダプティブ・リメッシング，コンピュートロール，(1993)，コロナ社，pp.10-16 



3) ⼿塚明，有限要素法におけるメッシュ分割と誤差評価，P-SC186 計算⼒学と CAE に関する調査研究分科会
報告書，(1993)，⽇本機械学会, pp. 2-7 
4) ⼿塚明，⾼橋昭彦，和⽥充雄，⼈にやさしい機械，機械の研究，45 巻 7 号，(1993) ，養賢堂，pp. 
741-746 
5) ⼿塚 明，有限要素解析におけるメッシュコントロール-たかがメッシュ，されどメッシュ-,⽇本船⽤機関学会誌, 
vol.33 -4 , (1998), p.271-278 
6) ⼿塚 明, 有限要素法によるアダプティブ・メッシュ・コントロール,シミュレーション , 18 , 2 , (1999), p.96 -104 
7) ⼿塚 明，⼤⽯ちひろ，浅野直輝，三次元解析モデル⽣成効率向上のための⾮連続写像メッシュ対応型有限
要素法，機械設計 11 ⽉号，(2001), pp.125-129 
8) ⼿塚 明，シームレス解析，「計算⼒学の社会的貢献を⽬指して」，⽇本学術会議メカニクス・構造研究連絡
委員会計算⼒学専⾨委員会報告書  
9) ⼿塚明、上流設計と実験、計算⼯学をつなぐ１Ｄ―ＣＡＥ、設計⼯学、⽇本設計⼯学会、 
45 巻  6 号, (2011), pp.264-272 
10) ⼿塚明、1.2 ⼯業研究、機械⼯学年鑑、⽇本機械学会誌、⽇本機械学会、(2011〜) 
11) ⼿塚明、実験屋と計算屋の融合の仕掛け、特集 実験屋と計算屋の融合、相互刺激に基づく⼈材育成、計算
⼯学(Vol.18,No.2,2013)、⽇本計算⼯学会、(2013)、pp2921-2924 
12) ⼿塚明、特集 1DCAE の研究展開に向けて「企画主旨」、計算⼯学(Vol.18,No.3,2013)、⽇本計算⼯
学会、(2013)、pp2958-2958 
13）⼿塚明、構想設計に関わる研究開発へのデザイン思考の導⼊ ーデザイン思考の⼿法化ー、INDUSTRIAL 
ART NEWS NO.51 + 産業⼯芸研究 NO.33、(2018),pp.1-7 
14）⼿塚明、⽶津 克⼰、⼈やチームを変える広義のデザイン－構想設計に関わるプロジェクトマネージメントにおける
試み－、「⼈間⽣活⼯学」 Vol.20 No.1 (2019), pp.29-34 
15）⼿塚明、書籍「デザインブレインマッピング」活⽤法、「⼈間⽣活⼯学」 Vol.20 No.2 (2019), pp. 
55-56 
 
教育実績（講義やワークショップなど）（他項⽬から抜粋︓重複記載） 
1) ⼿塚 明，モデリング，シミュレーションと並列コンピュータ，特別講義，⽇本⼤学⽣産⼯学部，2005/12/8 
2) ⼿塚明，実験屋と計算屋の溝は埋まるのか︖―モデリングと最適設計、並列解析を中⼼として，茨城⼤学イブ
ニングセミナー，茨城⼤学⼯学部、2007/05/10 
3) ⼿塚明，計算⼒学へのお誘い︔⼆⽇間でマスターする有限要素法，創造⼯房セミナー，会津⼤学，
2007/9/20-21 
4) ⼿塚 明、「チームの創発⼒・実現⼒を引き出すデザインブレインマッピング（新規事業創出に向けて）」（デザイ
ン ブ レ イ ン マ ッ ピ ン グ 流 ワ ー ク シ ョ ッ プ 実 習 ） 、 岩 ⼿ 県 ⼯ 業 技 術 セ ン タ ー  IIRI DESIGN LAB(De.i) 
(2019/11/20,27) 
http://shinbun.fan-miyagi.jp/article/article_20200105.php 
5) ⼿塚 明、「チーム間に新しい流れを創るデザインブレインマッピング（DBM）〜よりよいビジネスモデルや商品企画
に向けて組織の知恵を結集するリモートワークショップを体験しよう〜」（デザインブレインマッピング流リモートワークショッ
プ 実 習 ） 、 岩 ⼿ 県 ⼯ 業 技 術 セ ン タ ー  IIRI DESIGN LAB(De.i) (2020/10/28,11/4, 17) 
http://www2.pref.iwate.jp/~kiri/designlab/promotion/workshop/ws_20201028.html 
6) ⼿塚 明、「⼯芸に新たな流れを起こすデザインブレインマッピング（DBM）〜岩⼿ならではの⼯芸を盛り上げ、そ
の持続的発展に繋げるために異なる⽴場からの知恵を結集するワークショップを体験しよう〜」（デザインブレインマッピ



ング流(オンサイト＆リモート)ワークショップ実習）、岩⼿県⼯業技術センター IIRI DESIGN LAB(De.i) 
(2020/12/18,22, 2021/1/13) 
http://www2.pref.iwate.jp/~kiri/designlab/promotion/workshop/ws_20201216.html 
7) ⼿塚 明、『SDGs』への向き合い⽅ 超攻略を考える〜建前の SDGs から現実のビジネス SDGs へ〜、岩⼿県
⼯業技術センター IIRI DESIGN LAB(De.i) (2021/11/12,26,12/10) 
http://www5.pref.iwate.jp/~kiri/designlab/pkobo_news/upload/76-2.pdf 
8) ⼿塚 明、 部署・年代の違いを活かし、適切な問いを発⾒し、議論を反応させ、各⼈が納得する「⾃社のこれか
らにつなげるワークショップ体験研修、⼭形県 IoT 推進ラボ×EBIS ワークショップ、⼭形県⼯業戦略技術振興課、
(2021/10/21,11/1,18) 
https://local-iot-lab.ipa.go.jp/article/yamagata-pref-iot-2109151125.html?fbclid=IwAR1bb5j
Fmgkpydmyd-pDNkjICZExuRlo4Uy1TMZaeltOQpZgrituVgSx6wA 
 
アカデミックポジション 
1) Guest professor at South China University of Technology in China (2006/6/1〜) 
2) Adjunct professor in division of mechanical engineering of KAIST (Korea Advanced 
Institute of Science and Technology) in Korea (2006/10/1〜2008/9/30) 
3) 客員研究員、東京⼤学 ⼈⼯物⼯学研究センター、(2010/4/1〜2020/3/31) 
 
 
 単独筆頭 筆頭の共著 筆頭以外の共著 ⼩計 
査読付き論⽂ 和⽂ 3 2 13 18 

英⽂ 5 4 11 20 
査読付き

proceedings 
2 4 15 21 

記事 20 3 0 23 
 メイン執筆 分担執筆   

書籍 2 6  8 
 単独登壇 共著登壇   

基調講演 1（国内） 0  1 
依頼講演 国際 21 1  22 

国内 45 7  52 
 
基調講演 
（国内） 
・⼿塚 明、デザインブレインマッピングによるチーム創発⽀援－with/after コロナの課題発⾒・問題解決・総意形成
に向けて－、2021 年度 SSDS/JMAC 技術講演会 基調講演(30 周年記念)（2021/9/9） 
 
招待/依頼講演（2001 年以降） 
・国際 
1) Akira Tezuka, “Big paradigm change at national research institutes and IT related 
industries in Japan”, iDOT Seminar, Hanyang University, Seoul, Korea, (March 2, 2001) 



2) Akira Tezuka, “Tuning-free computational mechanics”, Dept of Mech., KAIST, Daejon, 
Korea, (March 5, 2001) 
3) Akira Tezuka, “Tuning-free computational mechanics”, Computational Science Workshop 
2001, Tsukuba, Japan, (March 12, 2001) 
4) Akira Tezuka, “Recent studies on parallel processing and a parallel platform in AIST, Japan”, 
Dept of Mech., KAIST, Daejon, Korea, (Oct. 10, 2001) 
5) Akira Tezuka, “Development of common software platform on parallel computations for 
discretized numerical schemes”, The 3rd Korea-Japan Science and Technology Forum, Seoul, 
Korea, (Oct. 31, 2001) 
6) Akira Tezuka, “Development of common software platform on parallel computations for 
discretized numerical schemes”, SSS2001（Workshop on Scalable Solver Software）, Tokyo, 
Japan, (Dec. 3, 2001) 
7) Akira Tezuka, “Development of common software platform on parallel computations for 
discretized numerical schemes”, Computational Science Workshop 2002, Shonan Village 
Center, Japan, (Jan. 9, 2002) 
8) Akira Tezuka, “Development of common software platform on parallel computations for 
discretized numerical schemes and its application to fluid FEA”, Sixth Japan-US International 
Symposium on Flow Simulation and Modeling, Japan Society of Computational Fluid 
Dynamics, Fukuoka, Japan (May 30, 2002) 
9) Akira Tezuka, “Which is better for modeling: Meshless, fixed grid, classical mesher, or 
anything else?”, MECHANICS CLUB SEMINAR, Northwestern University, Evanston, USA, 
(March 10, 2003) 
10) Akira Tezuka, “Parallel software platform on discretized numerical schemes and its 
application”, 6th ISTC SAC Seminar "Science and Computing”, International Science and 
Technology Center，the Russian Academy of Sciences and Institute of Radioengineering and 
Electronics, Moscow, Russia, (Sep. 15, 2003) 
11) Akira Tezuka, “Parallel computing platform/PCP (ver.1.2) for FEM/FDM/FVM - Free from 
headaches on matrix handling, MPI commands and memory allocations-“, IWACOM 
(International Workshops on Advances in Computational Mechanics), Tokyo, (Nov. 4, 2004) 
12) Akira Tezuka, “Parallel computational platform (PCP) for discretized numerical schemes 
-Perfect covering concepts of matrix handling, MPI commands and memory allocation-“, Hong 
Kong - Japan Scientific Computing Mini-symposium，The 2nd International Conference on 
Scientific Computing and Partial Differential Equations &  The First East Asia SIAM 
Symposium, Hong Kong, (Dec.4, 2005) 
13) Akira Tezuka, “Introduction of recent research activities on PROCAMG, AIST”, Dept of 
Mech., KAIST, Daejon, Korea, (Dec. 29, 2005) 
14) Akira Tezuka, “Finite Element Modeling Related Researches  -Which is better for 
modeling: mesh-less, mesh-free with fixed grid, classical mesher, or anything else? –“, 
College of Automotive Engineering, South China University of Technology, (Nov.10, 2006) 
15) Akira Tezuka, “Introduction of research activities on myself, my group, and my research 
institute”, Department of Mechanical and Materials Engineering, Queen's University, (June 8, 



2007) 
16) Akira Tezuka, “Minimal Manufacturing”，2nd Europe-Japan Collaborative R&D Workshop，
ETH Centre for Enterprise Sciences (BWI), チューリッヒ、スイス、2007/11/14  
17) Akira Tezuka, “Minimal Manufacturing”，Tampere Manufacturing Summit，Tampere Hall、
Tampere, Finland、2009/06/09 
18) Akira Tezuka, “Micro fabrication and micro machine  -in the sense of minimal 
manufacturing and on-demand factory-“，第 28 回中⽇⼯程技術研討会，中興⼤學、台湾、
2009/11/17  
19) Akira Tezuka, “Micro fabrication and micro machine  -in the sense of minimal 
manufacturing and on-demand factory-“，第 28 回中⽇⼯程技術研討会，⾼雄⼀科⼤学、台湾、
2009/11/18 
20) Akira Tezuka, 1D-CAE for Decision Making at Early-stage Design, UK-Japan Workshop on 
Industrial Sustainability, 英国⼤使館, ⽇本、2011/1/12 
21) Akira Tezuka, Akio Suzuki, Jun Fujimoto, Toshihiro Itoh, Ryutaro Maeda, Smart Factory 
by Ubiquitous Sensor Networks, Norway, 2012/9/11 
22) Akira Tezuka, "Kotodukuri" as a magic word for manufacturing - discussions with 15 
major Japanese manufacturing companies at COCN –, The Annual Cambridge International 
Manufacturing Symposium, Institute for manufacturing, University of Cambridge, Cambridge 
英国、2013/9/20 
 
・国内 
1) ⼿塚明、要素⾯メッシング型任意 blending shape function 構築による三次元ＨＥＸＡ⾮連続メッシュ解析，
⽇本応⽤数理学会メッシュ⽣成研究部会，東京⼤学本郷キャンパス⼯学部６号館３階セミナー室 A、
2003/07/23  
2) ⼿塚明（登壇）、⼟⽥ 英⼆，アダプティブ有限要素法（セミナー），「計算⼒学レクチャーシリーズ」セミナー，
東京⼤学、2004/01/23  
3) ⼿塚明，並列ソフトウェア開発による「ものづくり」活性化 －匠の「ものづくり」に追いつき・追い越すＣＡＥの新し
い息吹き－，第 9 回 AIST・「産学官」交流フォーラム，産総研 臨海副都⼼センター、2004/02/26 
4) ⼿塚明（登壇）、松本 純⼀、⼟⽥ 英⼆、村⽥ 和広，マクロ計算⼒学によるナノテクへの挑戦，第６回計
算数理⼯学フォーラム，千葉⼤⻄千葉キャンパス、2004/03/26  
5) Akira Tezuka （ 登 壇 ） 、 Takeshi Suzuki 、 Junich Matsumoto 、 Sinsuke Takase 、 Kiyoshi 
Matsubara ， Parallel Computing Platform/PCP (ver.1.2) for FEM/FDM/FVM - Free from 
headaches on matrix handling, MPI commands and memory allocations- ， 
IWACOM(International Workshops on Advances in Computational Mechanics)，法政⼤学⼋王⼦
キャンパス、2004/11/04  
6) ⼿塚明（登壇）、松本 純⼀，Two-phase Flow Business?､第 83 期 ⽇本機械学会流体⼯学部⾨講
演会 ワークショップ「WS5 流体⼒学でビジネスは可能か︖」，⾦沢⼤学 ⾓間キャンパス南地区 ⾃然科学本館、
2005/10/29  
7) ⼿塚明，気液⼆相流⼿法によるインクジェット挙動解析，インクジェット技術における液滴の数値解析技術とヘッ
ド、材料の構造とインクの⼩滴化、吐出技術と⾶翔制御，東京、2006/03/17  
8) 松本純⼀，Kamen Kanev，松原聖，⾼瀬慎介，⼿塚 明（登壇），気液⼆相流⼿法によるインクジェッ



ト挙動解析，インクジェットにおける⾼精度吐出のための噴射解析と制御技術， 機械振興会館、2007/01/30  
9) ⼿塚明，いいとこ取りの最適設計（軽くて剛性の⾼い構造︖），産総研ランチョン・セミナー，つくば中央地区 
共⽤講堂 ２階⼤会議室、2007/03/20  
10) ⼿塚明，材料と製造技術を融合する新しいものづくり技術 〜岡⾕・諏訪地域の企業との連携展開をはじめと
して〜，⼋⼗⼆銀⾏－産総研 協⼒協定締結記念シンポジウム，⻑野県バスターミナルビルディング 2007/9/12 
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